
○高津川・江の川の維持管理状況について

（作業前）　平成24年8月31日

（試験予定箇所） （作業前）

平成24年10月26日

（作業後）　平成24年11月14日

（試験施工イメージ） （作業後）

平成24年11月7日

状況写真

内　容 益田市内田町の白上川（左岸）において、試験施工を開始しました。 江津市長田町において、樹木の撤去を行いました。

平成２４年５月中旬頃のオオキンケイギクの開花状況

川本町川下地内において、特定外来種である植物（アレチウリ）の防
除を行いました。

高津川の維持管理状況 江の川（江津市内）の維持管理状況 江の川（川本町・美郷町・邑南町）の維持管理状況

タイトル オオキンケイギク対策の試験施工（天地返し）について 堤防護岸から生えている樹木の撤去について 特定外来種（アレチウリ）の防除について

　高津川（国の管理区間）には広範囲に特定外来生物のオオキンケイギクが
繁茂しており、このままでは、本来の在来植物が絶滅する可能性があります。
　また、処分費も多くかかっています。そこで、オオキンケイギクを減らすため
の対策を検討するため、１１月中旬より試験施工として堤防法面の【天地返
し】を実施することとしました。

　長田地区の堤防護岸から樹木が生えており、護岸を傷める可能性がある
ため樹木の除去を行いました。
　江の川の管理についてご意見等がございましたら江の川下流出張所
（0855-52-2926）までご連絡を頂ければ幸いです。

コメント

　アレチウリは北米原産の大型のツル植物であり、特定外来種生物に指定
されています。繁殖力が激しく、果実には鋭い棘（トゲ）が密生しており、
ジーンズ程度の服でも簡単に刺さってくるため、除去作業が非常に困難な
植物でした。
　なお、果実は枯れても棘が残るため、河川敷の草むらに入る際は注意を
お願い致します。

下流に向かって撮影 上流に向かって撮影
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・表土に生存種子が含まれているため、表層と下層を入れ替える。
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アレチウリ果実

枯死前

枯死後

黄色く見える葉すべてがアレチウリです。

根株除去状況

枯死後にも棘（トゲ）が残る


